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バドミントン選手の股関節外転および内転筋の左右差
Lateral differences of muscle during hip abduction and adduction 
in badminton players
兒嶋　昇 1)、升　佑二郎 2)
Noboru Kojima, Yujiro Masu
［要旨］
　本研究では、日本トップレベルの大学バドミントン選手の外転筋および内転筋の機能および筋活動につ
いて検討した。被験者は、全日本大学生バドミントン選手権大会準優勝チームに所属する男子選手 14 名と
した。各被験者は股関節外転と内転可動域および筋力を測定し、その内 1 名にサイドステップをさせた際
の外転筋および内転筋活動を測定した。その結果、内転筋力は利き足の方が非利き足よりも有意に高い値
を示した（p ＜ 0.05）。このことから、バドミントン選手の場合は非利き足の内転筋の機能が低下しやすく、
障害予防および競技力向上の観点から、内転筋の左右差に着目したトレーニングを行う必要があると考え
られた。
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1. 諸言
　バドミントン競技は、多彩なショットを相手
コートに打ち込み相手の体勢を崩すこと、高い打
点でシャトルを打ち、相手の打点を低くして攻撃
的なショットを打たせないようにすることなどが
ラリー展開を有利に進める上で重要となる 1)2)。こ
のようなラリー展開をするためには、コート内を
瞬発的かつ持久的に動くことが必要となり 3)4)、10
秒前後のラリー展開と 30 秒を超えるラリーを維持
するための無酸素性作業能力に加えて、高い強度
で 1 試合を戦い続けるための有酸素性作業能力が
高いことが望まれる 5)。これまでのバドミントン
選手の下肢筋力に関する研究では、世界ランキン
グ上位選手の下肢筋力について検討した報告が存
在する 6)。この報告では、国際的なバドミントン
選手と、それと同年齢の一般男性 ( コントロール
群 ) の膝関節伸展及び屈曲動作時の等速性最大筋
力を測定し、その後、同じ負荷量のトレーニング
を 14 週間行い、再度筋力測定を行った。その結果
から、国際的なバドミントン選手の膝関節伸展お
よび屈曲筋力は優れており、筋収縮率においても
高い値を示すことが示唆された。しかし、トレー
ニングを 14 週間行った後の筋力値は、コントロー
ル群において有意な増加傾向が認められたものの、
バドミントン選手の筋力値は増加しなかったこと
が示された。このことから優れた脚筋力を有する
バドミントン選手に対して、単純な筋力トレーニ
ングを実施した際の効果が少ないことから、競技
特性を考慮した複合的な筋力トレーニングの方が
有益であると考えられた。
1）法政大学　スポーツ健康学部　兼任講師
2）健康科学大学　理学療法学科　専任講師
[ 原著 ]
－ 9－－ 9－
　バドミントン競技において、巧みなフットワー
クを行うためには、目的とする動作に応じて適切
な筋活動が行われる必要がある。その中でも、骨
盤の動きを安定させる役割を持つ中殿筋の機能は
極めて重要である。特に、股関節外転筋の筋力低
下による機能的な影響は荷重時の活動にみられ、
片脚立位時に外転筋の筋力弱化により骨盤を水平
に保つことが出来ず、HAT-L が傾斜することで遊
脚側へ骨盤が落下する 8)。この現象は非常に不安
定で転倒の危険があることから、中殿筋の機能が
低下することにより姿勢の安定性が低下し、スポー
ツパフォーマンスにおいては不効率な動きを行う
可能性があると考えられる。また、バドミントン
競技におけるオーバーヘッドストロークの動作様
式は、非利き足を軸にラケットを所持している側
の利き足及び利き腕を後方に移動させ（バックス
イング）、ネットに対して半身の姿勢を作り（テイ
クバック）、利き足及び利き腕を前方に移動させる
と同時にラケットを動かし（フォワードスイング）、
シャトルを打つ 9)。このように非利き足と利き足
が異なる動きを行なう動作様式が行われるバドミ
ントン競技の特性上、下肢筋においては利き足と
非利き足との間に筋力、可動域または筋活動の動
態に差異が生じている可能性があると考えられる。
しかしながら、これまでの先行研究においてバド
ミントン選手における股関節周囲の筋活動や機能
について検討された報告は見当たらない。
　そこで、本研究では、日本トップレベルの大学バ
ドミントン選手の外転筋および内転筋の機能およ
び筋活動について検討し、バドミントン選手の障
害予防を考える際に有用な知見を得ることとした。
2．方法
2.1 被検者
　被験者は、全日本大学生バドミントン選手権大
会準優勝チームに所属する男子選手 14 名とした
（年齢：19.1 ± 1.5 歳、競技経験：12.0 ± 2.4 年、
身長：172.9 ± 3.8cm、体重：67.6 ± 2.4kg）。なお、
全被験者には測定に関する目的及び安全性につい
て説明し、任意による測定参加の同意を得た。
2.2 股関節可動域
　安静背臥位の状態からゴニオメーターを用いて、
股関節外転・内転可動域を測定した。なお、下肢
が正中位の状態から測定を開始し、骨盤による代
償が入らない角度までを測定した。これらの測定
は自動運動・他動運動の両方を各被験者において
1 回実施した。
2.3 股関節外転および内転筋力
　筋力計（μTas F-100：アニマ社製）を使用し、ベッ
ド上での安静側臥位にて、股関節外転および内転
筋力を計測した。なお、被験者 1 名に対し、検査
者 3 名で行い、検査者 1 名がハンドダイナモメー
ターを固定し、もう 1 名の検査者が計測を行った。
残りの 1 名は計測時に代償動作が起きないよう、
体幹と骨盤を抑え固定するように努めた。この際、
被験者の体幹が屈曲・伸展・側屈しないこと、ま
た骨盤による代償が起きないように注意した。ハ
ンドダイナモメーターの固定について、まずベル
トによって固定し、さらにずれが生じないように
手で押さえた。この際、なるべく手による圧力が
加わらないように努めた。そして、股関節の外転
運動に関わる中殿筋と内転運動に関わる長内転筋
の筋力を測定した。なお、本測定は 14 名の対象者
について、1 部位につき 2 回計測を行い、得られ
た値の平均値を体重(W)で除した値を計測値(Kg/
W) とした。
2.4 サイドステップ時の筋活動
　筋活動の測定について、被験者 1 名に 2m のラ
イン間隔の区間を利き足方向と非利き足方向にサ
イドステップさせ、その際の股関節外転筋および
内転筋の筋活動を測定した。Ag/AgCl 電極は、左
右それぞれの中殿筋上前側部（外転筋）および長
内転筋に添付した。なお、筋線維の走行に平行と
なるように電極は貼付した。そして、得られた
EMG 信号は増幅器 (Myo System 1200:NORAXON)
を介して増幅した後、A/D 変換器 (Power Lab: AD 
Instruments) を介し、サンプリング周波数 1kHz
にしてコンピュータに取り込んだ。
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2.5 波形解析および統計処理
　EMG 信号の解析には Labchart(AD Instruments)
を使用し、右側のサイドラインから左側のサイド
ラインまで（非利き足方向）と左側のサイドライ
ンから右側のサイドラインまで（利き足方向）を
分析局面とし、その区間の RMS 値を算出した。
　各測定項目に対する左右差の比較には、対応の
ある Student、T-test を用いて検定した。有意水準
は 5％未満とした。
3．結果
3.1 股関節外転および内転可動域
　股関節の可動域測定の結果を表 1 に示した。股
関節可動域は外転自動運動で利き足が非利き足よ
りも有意に低い値を示した (p ＜ 0.05)。一方、外
転他動運動、内転自動及び他動運動では利き足と
非利き足との間に有意差は認められなかった。
3.2 股関節外転および内転筋力
　図 1 には股関節外転および内転筋力を示した。
外転筋力は利き足と非利き足間に有意差は認めら
れなかったものの、内転筋力は利き足よりも非利
き足の方が有意に低い値を示した (p ＜ 0.05)。
3.3 サイドステップ時の外転筋および内転筋活動
　サイドステップ動作における外転筋および内転
筋の EMG の変化を図 2 に示し、図 3 には RMS 値
を示した。その結果、外転筋には顕著な差はみら
れなかったものの、内転筋の筋活動には利き足よ
りも非利き足の方が低い値を示す傾向がみられた。
表 1．自動および他動における股関節可動域
動作 方向 利き足 非利き足 有意差
外転（deg） 33.9±4.5 37.1±4.7 *
内転（deg） 13.9±5.6 15.0±6.2
外転（deg） 37.9±6.7 39.6±6.9
内転（deg） 17.5±4.3 18.6±4.1
*：p<0.05
自動
他動
図 1．股関節外転および内転筋力
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図 2．サイドステップ動作における EMG の変化
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4．考察
　バドミントン競技は多彩なショットを用いて、
相手の態勢を崩し、得点を競うスポーツである。
そして、意図する場所に正確にシャトルを落下せ
ることが有利なラリーを展開するために重要であ
り、上肢の筋力のみならず下肢や体幹の安定性が
求められる 9)。また、股関節外転筋は、骨盤を安
定させる役割を担うことから、外転筋力の低下は
姿勢の安定性の低下や膝前十字靭帯損傷などの障
害を関与する 10)11)。本研究における股関節可動域
は外転自動運動で利き足側が非利き足側よりも有
意に低い値を示した。さらに、筋力値およびサイ
ドステップ時の筋活動の RMS 値において股関節内
転筋に左右差があり、非利き足側が利き足側より
低い値を示した。これらのことから、バドミント
ン選手は内転筋機能に左右差が生じやすく、非利
き足よりも利き足の方が高いことが示された。例
えば、ネット前への踏み出し時には利き足側が前
方に出ているが、股関節内転筋は膝関節伸展モーメ
ントを高め、また外側スラストを防ぐために遠心性
収縮を行っていると推察される。また、頭上でシャ
トルを打つオーバーヘッドストロークでは、右下肢
に全体重を乗せる姿勢になる（右利きの場合）。こ
の時は、右股関節内転筋が求心性収縮を行い、骨
盤をひきつける動作に関与していると推察される。
これらのバドミントン競技特有の動作様式では、
非利き足側よりも利き足側での内転筋の活動が高
いため、左右差が認められたと考えられた。
　升ほか 12) は、垂直跳び動作時における大腿筋活
動の左右差について検討し、利き足側の方が非利
き足側よりも大腿直筋当たりの大腿二頭筋の活動
量が大きく、関節のスティッフネスが高いという
ことを示唆している。さらに、陸上競技に携わっ
ていない人の場合、下肢の筋機能に左右差が生じ
ているのに対し、短距離種目を専門とするスプリ
ンターの場合、左右差はみられない 13)。このよう
に走動作や跳躍動作といったスポーツ動作では、
左右差を小さくすることがパフォーマンスの優劣
に関与する。本研究の結果において、バドミント
ン選手は内転筋の機能に左右差が生じやすいこと
が明らかになった。内転筋は重心位置を正常な位
置に保つ役割があり、姿勢の安定性を確保する上
で重要な筋である。さらに、大腿四頭筋から発揮
される大きな力を有効に活用し、巧みな動きを行
うためにも内転筋の機能を向上させる必要がある。
従って、内転筋機能の向上は、不安定な姿勢に伴
う障害予防や円滑に脚を動かすための筋の協調性
を得るためにも重要であり、バドミントン選手の
場合、非利き足の内転筋機能が低下しやすいこと
が明らかになった。従って、障害予防および競技
力向上の観点から、内転筋の左右差に着目したト
レーニングを行う必要があると考えられた。
図 3．サイドステップ動作における外転筋および内転筋の RMS（n=1）
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